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当院で施行した透析患者に対する頸動脈内膜剥離術（CEA）施行症例の臨床
情報をカルテから読み取り、後方視的に詳細に調査する。またそれぞれの値を
統計学的な評価を行う。
（後方視的非介入観察研究）

 生活習慣病の増加に伴い、透析患者は年々増加しており、高率に頸動脈病変
を合併することが知られています。透析患者は一般的に手術リスクが高いとされ
ていますが、一方で動脈硬化の進行が早く、脳卒中のリスクも一般患者より高い
ことから、頸動脈内膜剥離術（CEA）が脳卒中予防の有効な手段となり得ます。
しかし、手術適応を慎重に判断するためには、長期予後についても考慮する必
要がありますが、長期予後については不明な点が多いのが現状です。そこで、
当院でCEAを施行した透析患者の短期及び長期成績について調査し、当院お
よび他施設で今後手術を行う際の参考とすることが目的である。


